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Ⅰ 新技術の解説 

1 要  旨 

(1)生育不良なアカマツ人工林の混交林化 

  生育不良で本数も少ないアカマツ林で、コナラ等の広葉樹が侵入し針・広混交林化している林分を混交

林に誘導するためには、弱度の除・間伐を行い、相対照度を20～30％ に保つ必要がある。ha当たりのアカ

マツは500本前後、コナラ等の広葉樹は1,000本を目 標に混交林化を図ると、落葉の分解が進み、林床植

生の回復やコナラ等の根系の発達が促進され、地表を流下する土砂も抑制することができる。   

  このような施業を加えることで地表部の土壌構造や透水性・土壌ｐＨ等、土壌の理化学的性質の改善に

結びつき、最終的には多面的機能の発揮が期待される。 

(2)生育良好なアカマツ人工林の複層混交林化 

 生育良好なアカマツ林で成長量が大きく本数も適度にあり、下層植生としてミズナラ 等の広葉樹を多く含

み複層混交林化している林分を複層混交林に誘導するためには、強 度の間伐と除伐・枝打ち及び下刈り

を行い、相対照度を30％以上に保つ必要がある。 

  ha当たりのアカマツは700本程度、ミズナラ等の下層木は1,500～2,000本を目標に複層混交林化を図る

と、落葉の分解が進み、枯死木や衰退枝の発生がなくなり、ミズナラ等 の肥大成長と根系の健全性が高ま

ることが期待される。 

 

２期待される効果 

 急傾斜地や凸型斜面下の不適地に植栽されたアカマツ人工林では、弱度の保育間伐と 除伐を行うこと

により林内の光環境が促進され、落葉層の適度な分解とともに、林床下 の植生が回復し、上木アカマツ・

亜高木コナラ等の根系の健全化が図られ、土砂流出の 減少等、防災機能の強化が期待される。ただ、ア

カマツの適地においては土壌が肥沃であるため、土壌の持つ理化学的性質の改善にはもう少し長い時間

が必要と判断された。 

     

３ 適用範囲 

  県内の殆どの地方（但し海岸の未熟土壌地域と会津の岩屑性土壌地域を除く） 

 

４ 普及上の留意点 

  アカマツ林の混交林化を進めるにあたっては、侵入した広葉樹の種類や地形・土壌等の条件をよく加味

して施業を行うこと。 

 

Ⅱ 具体的データー 
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